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１．はじめに

緊急時において原子力施設の周辺公衆の安全を確実に行うため、原子力事業者と
原子力規制庁をはじめとする関係者箇所における情報共有、共通認識を持つ手段を
整備しておく必要がある。

上記手段については、ＥＲＳＳによるデータ伝送（ハード）とＣＯＰやＥＲＣ配備資料を
用いたＴＶ会議による説明（ソフト）があげられ、ＥＲＳＳについては、伝送データ追加に
ついて検討を進めているところである（ＰＷＲは先行して検討済み）。

ただし、緊急時における情報共有については、ハードとソフトの組み合わせにて包括
的に対応すべきものであり、ＥＲＳＳの伝送パラメータ追加にあたっては、ＥＲＳＳのみ
ならず、情報共有全体のあり方を包括的に議論した上で、決定すべきと考える。

ＢＷＲ事業者としては、ＥＲＣプラント班との情報共有ツールであるＥＲＳＳは、重大事
故等対応において重要であると考えているため、円滑な情報共有を目的としてＢＷＲ
標準（案）を提案する。
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緊急時において原子力事業者と原子力規制庁が情報共有する方法（イメージ）

ＥＲＳＳ

ＣＯＰ

ＥＲＣ配備図書
（手順書等）

通報文

ＥＲＣ配備図書
（手順書等）

ＥＲＳＳ

ＣＯＰ

通報文

常時伝送

事業者から
適宜共有

状況に応じて
活用

現場からの信号を
自動で抽出

事業者の判断、認識
を基に共通認識を持
つために作成。また、
法令で定める帳票に
て状況を報告。

事前配備

伝送されるデータ
を基に状況把握

パラメータだけでは把握
しきれない状況、事業者
の認識を確認可能。

不明な箇所を質問する
等、双方向のコミュニ
ケーションで対応可能。

必要に応じて
適宜確認。

事業者 原子力規制庁（ＥＲＣ）

事業者から説明したい
資料をリエゾン経由で
提示し共通認識をもつ
ことが可能。

事業者の認識を共有可能

リアルタイムで伝送可能
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２．考え方と検討結果

ＥＲＳＳに追加伝送する新規制基準適合炉（ＢＷＲ標準（案））について、以下の方針
で検討を行った。
Ｎｏ． ERSS伝送検討対象の情報 追加伝送するパラメータの対応方針

① ＥＡＬ判断に必要なパラメータ
原子力災害対策指針に規定される、ＥＡＬ判断基準に関連
する信号を伝送する

②
ＥＡＬ説明時に必要な付帯情報
（プラントデータ）

直接ＥＡＬ判断に使用しないが、ＥＡＬ判断にあたり包括的に
確認する信号を必要に応じ伝送する

③ 設置許可申請書記載の重大事故等対処設備によ
り計測する重要な監視パラメータ

原子炉圧力容器、格納容器への代替注水流量等の重大事
故時に監視が必要となる信号を伝送する

④

ＥＲＣプラント班が官邸用資料やとりまとめ報を作
成する上で必要なプラントデータ、あるいは事業
者が進展予測や収束戦略を説明する上で必要と
考えられるプラントデータ

以下の信号を伝送する
・重大事故等対処設備の運転状態を確認する信号
・外部電源、各高圧電源母線の電圧に係る信号

⑤ ＥＲＣプラント班がプラント状態や事故収束対策を
把握するための機能表示

系統構成状況等については、COP等で説明する

①，②，④，⑤：各社共通の伝送項目区分
③：各社の対策により伝送項目が変わる可能性がある項目区分
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３．各方針に対する追加パラメータ選定の考え方
①ＥＡＬ判断に必要な追加パラメータ（浜岡４号機（ＢＷＲ５）：各社共通）

項目 ＥＡＬ パラメータ案 選定の考え方

原子炉の停止機能の喪失
に関する情報

ＥＡＬ１１

・ＡＰＲＭ出力（伝送済み）
・ＳＲＮＭ対数係数率（伝送済み）
・ＳＬＣポンプ作動状態
・全制御棒 全挿入（伝送済み）

・原子炉の停止状態を判断するための信号を画面表示する。

原子炉冷却材の漏えいに
関する情報

ＥＡＬ２１

・原子炉水位（伝送済み）
・Ｄ／Ｗ圧力（伝送済み）
・Ｄ／Ｗ ＨＣＷサンプ水位
・Ｄ／Ｗローカルクーラドレン流量

・原子炉冷却材漏えいを判断するための信号を画面表示す
る（原子炉水位低下、Ｄ／Ｗ圧力高を検知）。

・Ｄ／Ｗ ＨＣＷサンプ水位、Ｄ／Ｗローカルクーラドレン流量
は、通常運転時の一時冷却材漏えいの監視項目であり、漏
えい発生時はＤ／Ｗ圧力・温度で検知可能であるため、ＣＯ
Ｐ等にて包括的に説明。なお、本信号は原子炉水位が低下
時には格納容器隔離系の隔離信号により閉弁されることか
ら、スクラム後は監視不可となる可能性がある。

注水に関する情報
ＥＡＬ２１，
２２，２９

・原子炉水位（伝送済み）
・給水総流量（伝送済み）
・各ＥＣＣＳ作動状態（伝送済み）
・ＲＣＩＣ作動状態（伝送済み）
・各ＥＣＣＳ出口流量（伝送済み）
・ＲＣＩＣポンプ出口流量（伝送済み）
・高圧代替注水系統流量

・原子炉への注水機能喪失を判断するための信号を画面表
示する。

・重大事故等対処設備に係るパラメータを画面表示に追加
（各社の追加設備に応じた信号）。

原子炉減圧に関する情報
・原子炉圧力（伝送済み）
・Ｓ／Ｒ弁の開閉状態（伝送済み）

・原子炉の低圧注水機能の確保を判断するための信号を画
面表示する。

（１／４）

【凡例】
緑字：画面に入れる情報
茶字：画面に入れないが伝送する情報
紫字：ＣＯＰ等で対応する情報
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項目 ＥＡＬ パラメータ案 選定の考え方

原子炉徐熱機能に関する
情報

ＥＡＬ２３

・ＲＨＲ（Ａ），（Ｂ）作動状態（伝送済み）
・ＲＣＣＷ系作動状態
・ＲＣＷＳ系作動状態
・ＥＷＳ系作動状態
・Ｓ／Ｐ水温（伝送済み）
・主蒸気隔離弁の開閉状態（伝送済み）
・主復水器真空

・格納容器の除熱機能喪失を判断するための信号を画
面表示する。

・格納容器除熱機能の確保を判断するための信号を表
示する。

・ＲＨＲ－Ｓ／Ｐ冷却モードでの運転は、ＲＨＲ作動信号、
注水弁開閉、系統流量から判断可能であるため、ＣＯ
Ｐ等で包括的に説明。

・復水器真空はＭＳＩＶ開の場合のみ必要となるため、
ＣＯＰ等で包括的に説明。

常用系高圧母線、幹
線電圧及び支線電圧
に関する情報

ＥＡＬ２５
・非常用母線電圧（伝送済み）
・緊急時母線電圧
・外部電源系統の電圧

・所内電源系統の各母線電圧喪失を判断するための
信号を画面表示する。

・重大事故等への対処として追加した緊急時母線から
の受電状態を判断する信号（各社の電源構成に応じ
た信号）を画面表示する。

・外部電源喪失を判断する信号（電圧若しくは外部電
源の受電状況が分かる信号）を画面表示する。

直流母線電圧に関す
る情報

ＥＡＬ２７
・「１２５Ｖ直流主母線電圧」若しくは「低電圧警
報」等の直流主母線電圧を監視できるもの

・直流電源の喪失を判断するための信号を伝送する。

（２／４）

【凡例】
緑字：画面に入れる情報
茶字：画面に入れないが伝送する情報
紫字：ＣＯＰ等で対応する情報
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項目 ＥＡＬ パラメータ案 選定の考え方

停止中の原子炉水位
に関する情報

ＥＡＬ２９ ・原子炉水位（伝送済み）
・停止中の原子炉水位の低下を判断する信号（各社の
状況に応じた信号）を画面表示する。

使用済燃料貯蔵槽に
関する情報

ＥＡＬ３０
・ＳＦＰ水位
・ＳＦＰ温度
・オペフロエリアモニタ

・使用済燃料貯蔵槽の水位低下を判断する信号を画
面表示する。

格納容器の健全性に
関する情報

ＥＡＬ４１
・Ｄ／Ｗ圧力（伝送済み）
・Ｄ／Ｗ温度（伝送済み）

・格納容器の健全性に係る状況を判断する信号を画
面表示する。

（３／４）

【凡例】
緑字：画面に入れる情報
茶字：画面に入れないが伝送する情報
紫字：ＣＯＰ等で対応する情報
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項目 ＥＡＬ パラメータ案 選定の考え方

障壁の健全性に関す
る情報

ＥＡＬ４２

・原子炉水位（伝送済み）
・Ｄ／Ｗ圧力（伝送済み）
・Ｄ／Ｗ温度（伝送済み）
・Ｓ／Ｃ水温度（伝送済み）
・格納容器雰囲気放射線モニタ（伝送済み）
・Ｄ／Ｗ，Ｓ／Ｃ水素濃度（伝送済み）
・Ｄ／Ｗ，Ｓ／Ｃ酸素濃度（伝送済み）
・フィルターベント装置放射線モニタ
・主蒸気管トンネル室温度
・ＲＣＩＣ機械室温度
・ＲＣＩＣ配管室温度
・ＣＵＷ再生熱交換器室温度
・ＲＨＲポンプ機器室温度
・ＦＣＶＳに係る弁開閉状態
・耐圧強化ベントに係る弁開閉状態

・原子炉冷却系障壁、原子炉格納容器障壁の喪失を
判断する信号を画面表示する。

・ＦＣＶＳ等を使用したことが判断可能な信号を画面表
示する。

・障壁の喪失判断に使用する温度は各エリアにおける
隔離信号（温度高高）であり、原子炉の状態等は上記
信号で監視可能なため、ＣＯＰ等で包括的に説明。

・格納容器ベント系の使用可否は、放射線モニタや格
納容器パラメータで判断可能であるため、ライン構成
（Ｄ／Ｗ側かＷ／Ｗ側か）はＣＯＰ等にて包括的に説
明。

格納容器圧力逃がし
装置に関する情報

ＥＡＬ４３

・格納容器雰囲気放射線モニタ（伝送済み）
・フィルターベント装置放射線モニタ
・ＦＣＶＳに係る弁開閉状態
・耐圧強化ベントに係る弁開閉状態

・炉心損傷していないことの判断に係る信号を画面表
示する。

・格納容器ベント系の使用可否は、放射線モニタや格
納容器パラメータで判断可能であるため、ライン構成
（Ｄ／Ｗ側かＷ／Ｗ側か）はＣＯＰ等にて包括的に説
明。

（４／４）

【凡例】
緑字：画面に入れる情報
茶字：画面に入れないが伝送する情報
紫字：ＣＯＰ等で対応する情報
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②ＥＡＬ説明時に必要な付帯情報（浜岡４号機（ＢＷＲ５）：各社共通）

項目 種別 パラメータ案 選定の考え方

原子炉停止に関する
情報

止める ―
・「①ＥＡＬ判断に必要なパラメータ」、「②ＥＡＬ説明時に
必要な付帯情報」にて伝送する信号にて対応可能。

ヒートシンク機能に関
する情報

冷やす

・Ｓ／Ｃ水位（伝送済み）
・Ｓ／Ｃ圧力（伝送済み）
・ＲＨＲ熱交出入口温度
・ＲＨＲ試験ライン隔離弁の開閉状態

・最終ヒートシンクであるＳ／Ｃの使用可否の参考情報
を画面表示する。

・ＲＨＲ熱交出入口温度は、ヒートシンクの確保を判断
する情報であるため伝送する。

・ＲＨＲ試験ライン隔離弁の開閉状態は、ヒートシンク
機能確保を確認する付帯情報のため、ＣＯＰ等にて
包括的説明する。

障壁に関する情報 閉じ込める
・格納容器隔離信号
・ＳＧＴＳ動作（伝送済み）

・格納容器の隔離状態を判断するための信号を画面
表示する。

・ＳＧＴＳ動作信号は、二次格納施設の機能を確認する
信号であり、伝送済み。
なお、重要なモニタは画面表示する。

電源に関する情報 その他
・非常用Ｄ／Ｇ遮断器投入信号（伝送済み）
・直結母線電圧（伝送済み）
・共通母線電圧（伝送済み）

・非常用交流母線の電圧確保に係る信号として、非常
用交流母線へ電気を供給する設備の信号を画面表
示する。

【凡例】
緑字：画面に入れる情報
茶字：画面に入れないが伝送する情報
紫字：ＣＯＰ等で対応する情報
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③設置許可申請書記載の重大事故等対処設備により計測する
重要な監視パラメータ（浜岡４号機（ＢＷＲ５）：対策内容により各社異なる）

項目 パラメータ案 選定の考え方

炉心損傷防止
・原子炉代替注水流量
・ＣＲＤ系からの注入量
・ＳＬＣ系からの注入量

・補給水系や可搬型設備等からの原子炉への注水量が判断可能
な信号を画面表示する。また、ＳＬＣ運転信号を画面表示する。

・ＣＲＤ、ＳＬＣは全量注水となるため、注入量等はＣＯＰ等にて包
括的に説明。

原子炉圧力容器
破損の確認、対応

・格納容器下部注水流量
・ＲＰＶ下鏡部温度
・ペデスタル雰囲気温度
・ペデスタル水位
・制御棒位置
・制御棒駆動機構温度

・ＲＰＶ破損の判断、格納容器下部への注水量が判断可能な信号
を画面表示する。

・ＲＰＶ破損の判断に使用する制御棒位置等についてはＣＯＰ等
にて包括的に説明。

原子炉格納容器
破損防止

・Ｄ／Ｗ圧力（ＡＭ用）
・格納容器代替スプレイ流量
・格納容器頂部注水流量
・Ｄ／Ｗ Ｌ／Ｃの運転状況（代替除熱手段）
・ＣＵＷの運転状況（代替除熱手段）

・格納容器スプレイの実施、格納容器頂部への注水量が判断可
能な信号を画面表示する。

・代替除熱手段については、運転状況とそれによる評価をＣＯＰ
やＥＲＣへの備付資料等にて包括的に説明。

フィルターベント等での
放出状況の確認

・ＦＣＶＳ放射線モニタ
・ＳＧＴＳ放射線モニタ（伝送済み）
・モニタリングポスト測定値（伝送済み）
・ＦＣＶＳの系統構成
・耐圧強化ベント系統構成

・ＦＣＶＳ等を使用したことが判断可能な信号を画面表示する。
・周辺環境への影響はモニタリングポストにて監視する。

・格納容器ベント系の使用可否は、放射線モニタや格納容器パラ
メータで判断可能であるため、ライン構成（Ｄ／Ｗ側かＷ／Ｗ側
か）はＣＯＰ等にて包括的に説明。

燃料プールへの注水 ・燃料プール代替注水流量
・燃料プールの水位で判断可能であるため、ＣＯＰ等にて包括的
に説明。

【凡例】
緑字：画面に入れる情報
茶字：画面に入れないが伝送する情報
紫字：ＣＯＰ等で対応する情報
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④ＥＲＣプラント班が官邸用資料やとりまとめ報を作成
する上で必要なプラントデータ、あるいは事業者が
進展予測や収束戦略を説明する上で必要と考えられる
プラントデータ（各社共通）

項目 パラメータ案 選定の考え方

重大事故等対処設備が
機能を発揮していること
を確認可能とする信号

・「③設置許可申請書記載の重大事故等対処設備による計
測する重要な監視パラメータ」に定めるパラメータ案
・原子炉への代替注水設備の稼働状態
・格納容器への代替注水設備の稼働状態

・ＦＣＶＳの使用状態・燃料プールへの代替注水設備の稼働
状態

補給水系、可搬型注水設備等の重大事故等対処
設備の機能が確認していることは、機器の運転状
態や注水流量、注水先の水位、圧力等にて包括
的に確認する項目である。

このため、機能が発揮できていることを直接確認
できる代替注水量等のリアルタイムな情報をＥＲＳ
Ｓにて伝送し、機器の稼働状態等のＯＮ，ＯＦＦ信
号はＣＯＰ等にて包括的に説明することで対応す
る。

電源系統の表示

「①ＥＡＬ判断に必要なパラメータ」、「②ＥＡＬ説明時に必要
な付帯情報」にて伝送する信号の内、外部電源および所内
電源の電圧確率状態が把握できる以下の信号。
・非常用高圧母線を含む各母線の電圧
・緊急時母線電圧
・外部電源電圧若しくは受電状況がわかる信号

重大事故等発生時において必要な電源は重大事
故等対処設備の駆動に必要な電源又は電源を供
給する箇所の電圧であるため、電源系統の表示
用として各母線の電圧、外部電源電圧を伝送する
ことで対応する。

なお、ＥＲＣへの説明時には、必要に応じて非常用
母線の受電元を配備資料で補足する等、電源受
電状況の把握可能となるように努める。

【凡例】
緑字：画面に入れる情報
茶字：画面に入れないが伝送する情報
紫字：ＣＯＰ等で対応する情報
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⑤ＥＲＣプラント班がプラント状態や事故収束対策を
把握するための機能表示（各社共通）

項目 パラメータ案 選定の考え方

系統構成ができているか
わかる表示方法

「④ＥＲＣプラント班が官邸用資料やとりまとめ報を作成する
上で必要なプラントデータ、あるいは事業者が進展予測や収
束戦略を説明する上で必要と考えられるプラントデータ」に
定めるパラメータ案にて対応する。

―

可搬型重大事故等対処
設備の稼働状態

・可搬型重大事故等対処設備の展開状況
・可搬型重大事故等対処設備の水源に係る情報
・可搬型重大事故等対処設備の燃料補給に係る情報

・可搬型重大事故等対処設備の機能が確認して
いることは、機器の運転状態や注水流量、注水
先の水位、圧力等にて包括的に確認する項目で
ある。

このため、機能が発揮できていることを直接確認
できる代替注水量等のリアルタイムな情報をＥＲ
ＳＳにて伝送し、展開状況等はＣＯＰ等にて包括
的に説明することで対応する。

・可搬型重大事故等対処設備の水源、機能確保
の継続を判断するための燃料補給の情報につい
てはリアルタイムでの共有の必要性が低いこと
から、ＣＯＰ等にて包括的に対応する。

【凡例】
緑字：画面に入れる情報
茶字：画面に入れないが伝送する情報
紫字：ＣＯＰ等で対応する情報

１１
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前述の伝送項目追加にあたっての考え方とデータポイントライブラリを基に、先
行して対応しているＰＷＲと比較し、内容に大きく相違ないと評価した。
また、相違点に対する詳細な考え方は下表のとおり。

３．ＰＷＲとの相違点

（１）ＢＷＲ固有の伝送項目

相違点 項 目 評 価

① 常設代替電源設備の受電状態に関する情報

・止める，冷やす，閉じ込めるに重要な電源情報であり、ＢＷＲにお
いては常設の代替電源設備を設置しているため、受電状態を判断
する信号を追加することで、電源系統全体を把握できると考えるた
め伝送する。

②
「③設置許可申請書記載の重大事故等対処設
備による計測する重要な監視パラメータ」に定
めるパラメータ案

・炉心損傷後に参照するパラメータ（ペデスタル注水量、ＲＰＶ下鏡
温度等）は、重大事故等対処で重要な情報であることから、ＥＡＬ判
断に必要な項目に加え伝送することで、ＥＲＣと事業者間での更な
る情報共有が図れることから伝送する。
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相違点 ＰＷＲにおいて伝送している項目 評 価

①
原子炉冷却材の漏えいに関する情報
・格納容器サンプ水位
・凝縮液量想定装置水位

・ＢＷＲにおいては、通常運転時の原子炉冷却材漏えいの監視項
目であり、事故（漏えい発生）時は、Ｄ／Ｗ圧力・温度で検知可能
である。本信号は原子炉水位が低下時には格納容器隔離系の隔
離信号により閉弁されることから、スクラム後は監視不可となる可
能性があることから、伝送不要とする。

② 所内電源系統の受電状態に関する情報

・重大事故等発生時において重要な情報である所内電源系統の受
電状態を表示する。なお、ＰＷＲにおいては各母線の受電しゃ断器
の投入状態により受電状況を把握しているが、各母線の電圧で確
認することで視認性が向上されることから、所内電源における各母
線電圧を伝送する。

③ 直流母線電圧

・直流母線の使用可否が分かる情報はＥＡＬ判断のために伝送する
べきと考える。ただし、原子炉水位のように傾向の監視をするパラ
メータではないと考える。そのため、各社の状況に応じ「直流母線
電圧」又は「直流母線低電圧警報」等の直流主母線の使用可否が
分かる信号を伝送する。

④
常用給水ポンプ運転状態に関する情報
・MD-AFP 運転信号
・TD-AFP運転信号

・ＢＷＲにおいては常用給水系ポンプの喪失はタービン駆動、電動
機駆動両方喪失にてＡＬ２２に該当するため、各ポンプの運転信号
ではなく、既に伝送している総給水流量にて対応する。

⑤
非常用ディーゼル発電機に関する情報
・ディーゼル運転信号
・ディーゼル電圧

・ＢＷＲのディーゼル発電機は、機関が起動し電圧が確立すること
により母線への併入が可能となる設計（インターロック）であるため、
既に伝送している受電しゃ断器投入信号にて対応する。

（２）ＢＷＲとＰＷＲの相違点（各項目に対する選定の相違点）
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ＥＲＳＳに追加伝送する新規制基準適合炉（ＢＷＲ標準（案））について、検討を実施した
結果を基に、ABWRとBWR-5の標準の画面構成案を作成した。資料２に示す。

事業者としては、本画面案及びＣＯＰ等での説明で十分にプラント状況等を把握できるも
のと考えている。

４．パラメータ追加後の画面イメージ
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ＥＡＬ該当判断や重要な局面の説明時にはＥＲＳＳだけではなく、プラント状況をＣＯＰ等
を使用して包括的に説明することとなるため、以下に具体的な説明方法を示す。

５．COP等を用いた包括的な説明

例１：炉心損傷確認時

項目 種別 確認可能手段 タイミング

炉心損傷判断の根拠
・格納容器雰囲気放射線モニタ指示値
・即応センター説明者の発話（ＡＭＧの内容）

ＥＲＳＳ
ＥＲＣ配備資料

リアルタイム
５分程度

ＥＡＬ該当判断
・即応センター説明者の発話（１５条該当に
関する通報文等）

通報文
ＥＲＣ配備資料

１５分以内
５分程度

プラント状況（注水手段等）
・即応センター説明者の発話（ＣＯＰ等） ＥＲＳＳ

ＣＯＰ
リアルタイム
５分程度

今後クリティカルとなるイベント
とパラメータ

・即応センター説明者の発話（ＡＭＧの内容）
・ＲＰＶ下鏡温度
・ペデスタル雰囲気温度
・Ｄ／Ｗ圧力
・Ｓ／Ｃ水温

ＥＲＣ配備資料
ＥＲＳＳ
ＥＲＳＳ
ＥＲＳＳ
ＥＲＳＳ

５分程度

リアルタイム

今後の戦略
・即応センター説明者の発話（ＡＭＧの内容、
ＣＯＰ）

ＥＲＣ配備資料
ＣＯＰ

５分程度
リアルタイム
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例２：ＥＡＬ４２該当の説明時

項目 種別 確認可能手段 タイミング

ＥＡＬ該当判断
・即応センター説明者の発話（該当ＥＡＬに関
する通報文等）

通報文
ＥＲＣ配備資料

１５分以内
５分程度

関連パラメータ※

・即応センター説明者の発話（ＣＯＰ等）
・原子炉水位
・格納容器雰囲気放射線モニタ指示値
・Ｄ／Ｗ圧力
・Ｓ／Ｐ水温
・原子炉圧力（急速減圧の実施）
・主蒸気管トンネル室温度
・ＲＣＩＣ機械室温度
・ＲＣＩＣ配管室温度
・ＣＵＷ再生熱交換器室温度
・ＲＨＲポンプ機器室温度
・ＦＣＶＳに係る弁開閉状態
・耐圧強化ベントに係る弁開閉状態

ＣＯＰ
ＥＲＳＳ
通報文

５分程度
リアルタイム
１５分以内


